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東海地区デザインの現状と課題
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The Tokai area that global industry pulls is filled with vigor now. Design joined technology of the manufactur-
ing and product production capacity, and the source of the power added to thickness. And in late years, in the
Tokai area, the design educational institutions increased, and the talented people of design and the informa-
tion of design became rich, too. They are both unique industry resources and culture resources supporting the
local sustainability and new development. May not you bind them together by a local circuit?
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い会社も拡大しようと思って、拡大するには
国境を超えなければいけない。大陸にはス
ウェーデンよりデザインにうるさい人が多い
ので、デザインには力を入れないといけない
というふうになったわけです。
　スウェーデンにも日経新聞のような新聞社
がありまして、そこが1980年ぐらいから、
デザインで経済的に成功した会社をどんどん
紹介しています。会社の経営者がみんな読ん
でいる新聞ですから、「競合相手がデザインで
成功した、それならうちももうちょっとデザ
インのことを考えないといけない」となるわ
けです。ですから、中小企業がデザインで成
功した事例を、皆さんにどんどん紹介するべ
きだと思います。
黒田　それでは、「東海地区のデザイン事情」
ということで議論の集約が図れたとも思いま
せんが、東海地区のデザイン関係の主だった
方にお集まりいただいて、まず一つ有用な情
報が得られたのではないかなと思います。
　デザインというと、一昔前ですとやり方が
わからない、専門家がいないという議論もあ
りましたが、昨今では、開発をする気持ちが
あるかどうかとか、情報がうまく流通してい
るかといったことも課題のように思いました。
一昔前と比べると、デザインと技術の関係も
かなり密になっているようにも思います。そ
れから、デザインの経営効果に関しては、日
本ではうまく見えてこないところも課題かも
しれないなと思います。
　そのあたり、私ども大学の立場でどれだけ
埋められるか定かではありませんが、可能で
あれば少し横断的な議論を続けることも考え
られたらと思っている次第です。
※　本研究活動は、平成19年度デザイン学
部長特別研究費「産・学・官とデザインの
研究」も得て実施されたものである。

